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一般社団法人江原河畔劇場

小学生の部、中高生の部とも原則月2回活動する。小学生は最後に成果発表会
を、中高生は冬休みを活用して本格的な質の高い公演を行う。定員を40名に拡大
して募集する。兵庫県立日高高校演劇部の地域移行を実践していく。

豊岡市では、全小学校で演劇的手法を用いたコミュニケーション教育を実施してい
るが、そこで演劇に興味を持った子どもの受け皿がなかったため。地域に演劇部
が少なく、演劇活動の場を創出するため。

江原河畔劇場

【スケジュール】
5月〜7月上旬　　　 参加者募集告知
7月下旬　　　　　　　 お試しワークショップと保護者説明会
8月〜12月　　　　　　月2回のワークショップ
冬休み　　　　　　　　 中高生の部による演劇公演（6ステージ）
2月　　　　　　　　　　 成果発表会（小学生の部）

【実施期間・回数・会場】
実施期間：2022年7月〜2023年2月
実施回数：小学生の部 15回、中高生の部 24回
実施会場：江原河畔劇場

【講師】小学生の部：村井まどか（俳優）、田上豊（劇作家、演出家／芸術文化観光
専門職大学）
中高生の部：平田オリザ（劇作家・演出家／芸術文化観光専門職大学）、田上豊
（劇作家、演出家／芸術文化観光専門職大学）
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団体・組織等の連携



○本事業による成果

◎アンケート結果
【中高生の部】
＜感想＞
・最初は演劇の経験もなく、めちゃくちゃ緊張していましたが、みんな優しくて、すぐに馴染むことができたし、演劇自体もすごく楽しく
て、来年もやりたいと思っております。
・中学校での生活は嫌なことが多いけど、参加して、中学生時代は嫌なことばかりではなくて楽しいこともあると思いました。演劇の
楽しさを教えて頂き、ありがとうございました。
・とても満足感や達成感がありすごく楽しかったです。できれば来年も参加したいです。
・高校卒業しても行きたいくらい楽しかった
・他校の子と喋る機会があり、新しい繋がりが増えて、自分自身が成長できてとてもよい経験となりました。オリザさんのご指導も受
けさせてもらい、naturalに演技を楽しくできてとても楽しかったです！
・とても濃密な時間を過ごさせていただき、関わってくださったすべての皆様に厚く御礼申し上げます。たじま児童劇団での経験を糧
に、さらなる高みを目指し、夢に向かって邁進していきます。



◎兵庫県立日高高校演劇部での指導成果
演劇部顧問の教員に代わって、児童劇団スタッフが部活動での指導に当たった。看護専科の学校という特
性もありコロナ対策が厳しく、当初の予定より訪問回数が減ったものの、シアターゲーム、トレーニング方法、
高校生が演じやすい作品紹介などをおこなった。次年度以降のさらなる連携が望まれている。

【小学生の部】
Q.楽しかった活動を教えてください
・演劇を作ること
・みんなで創作すること
・自分達で劇を作るのが楽しかった
・最後の発表会
・みんなで、劇をつくるとき



○児童・生徒への指導に関する工夫

○運営上の工夫

○継続的な運営に関する課題・展望

○令和５年度からの学校部活動の段階的な地域移行に関する方針・提案

指導はプロとして活動している演出家（芸術文化観光専門職大学教員）、俳優、スタッフが務めている。
芸術文化観光専門職大学の学生がアシスタントとして関わっている。
劇場設備を利用して本格的な演劇活動を実施している。
成果発表の場として、一般公開の形で公演を行なっている。
指導者は全員ハラスメントに関する講習を受けている。

・各市町の教育委員会の協力を得て、学校でチラシを配布したりポスターを掲示した。
・活動場所は運営している江原河畔劇場を中心に、劇場で予定がある際は近隣の公民館を借りて実施し
た。
・劇場の備品（小道具、衣裳、装置など）を活用した。
・保護者との連絡手段は主にメールを利用した。心配事などがないか、送迎の際などに声がけをしてヒアリン
グを行うよう心がけた。
・活動内容等はFacebookやTwitterで報告し、活動のPRに努めた。
・アシスタントに入っている学生やスタッフに対して毎回フィードバックを行い、メインファシリテーターの育成を
視野に入れて活動した。

兵庫県但馬地域には演劇部のある学校が少なく（現在2校）、中高生が演劇活動を行う場がほとんどない。
参加者へのアンケートからも、演劇部がないからたじま児童劇団に参加したという回答があった。
今年度までの活動は週末を利用して月に2回実施した。予算が見合えば、芸術文化観光専門職大学と連携
して人材を確保し、実施回数を増やしたり、平日放課後の実施も可能である一方、但馬地域が広域であり、
興味のある児童・生徒が通うことを考えると、いわゆる部活動の活動回数（週３〜４回）を担保して移行する
のは難しい。活動回数が多ければ保護者の送迎等の負担が増すため、継続して実施するためにも、公共交
通機関を利用しやすい時間帯で活動時間を設定したり、保護者にも無理のない設定が必要である。取組状
況にも記したが、今年度は28の学校から参加があった。平日の活動と週末の活動でコースを分けたり、地域
の特性に合ったプログラムを検討する必要がある。

・教育委員会との連携について、今後はより部活動の地域移行が促進できるような取り組みを行いたい。
・芸術文化観光専門職大学と連携し、学生に実習の場を提供し、人材の確保や育成を継続したい。
・会費徴収に関して保護者からは理解を得ている。継続した運営のために引き続き徴収は必要と考える。
・自治体の助成金制度、民間の補助金を検討している。
・保険（公益財団法人スポーツ安全協会）への加入を必須とし、安心して参加できる環境を整える。
・会場への送迎が保護者の負担となっている。参加しやすいプログラム編成を行う。



○令和４年度　取組状況等

学校名

【小学校】
豊岡市立五荘小学校、豊岡市立城崎小学校、豊岡市立八条小学校、豊
岡市立梁瀬小学校、豊岡市立小坂小学校、豊岡市立日高小学校、豊岡
市立港小学校、豊岡市立豊岡小学校、豊岡市立弘道小学校、養父市立
八鹿小学校、朝来市立糸井小学校、竹田小学校、新温泉町立温泉小学
校、朝来市立糸井小校、豊中市立北丘小学校（大阪）
【中学校】
豊岡市立出石中学校、豊岡市立豊岡南中学校、豊岡市立豊岡北中学
校、養父市立八鹿青渓中学校、香美町立村岡中学校、香美町立香住中
学校
【高校】
兵庫県立豊岡高校、兵庫県立八鹿高等学校、鳥取城北高校、兵庫県立
但馬農業高等学校、兵庫県立豊岡総合高校、兵庫県立千種高等学校、
兵庫県立日高高校

募集方法

5月に、但馬地域の全小学校、中学校、高校にチラシを配布。小・中学校
は教育委員会経由、高校は個別に依頼。
劇場のSNS（WEBサイト、Facebook、Twitter）で告知。

指導者

人数等
演出家2名（芸術文化観光専門職大学教員）
俳優1名（当劇場スタッフ）

募集方法 令和5年4月に直接依頼

参加者

人数等
小学生の部　19名
中高生の部　20名

参加者の移動手段 保護者の車での送迎、公共交通機関

活動費用

指導者謝金等
指導者（外部）：30,000円／回
指導者（当劇場所属）1,050円／時

その他
チラシ印刷費（参加募集、公演用）148,410円
公演スタッフ費511,000円

会費

【小学生の部】
年間7,000円、保険料800円
【中高生の部】
年間20,000円、保険料800円

その他 中高生の部公演チケット売上　389,040円

活動財源



スケジュール

基本活動
【小学生の部】月2回（土曜日）
【中高生の部】月2回（日曜日）
※劇場の予定等で調整あり

年間

保険加入等 スポーツ安全保険（保護者負担800円／年）



【活動の様子（写真添付）】

小学生の部：活動写真 小学生の部：活動写真

中高生の部：活動写真 中高生の部：活動写

中高生の部：活動写真 中高生の部：舞台写
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